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テーマは「未病いやしの里づくり」
　神奈川県西地域の活性化策決定

4月の人事異動により県
庁に「最先端医療・最新技

術の推進」と「未病を治す」取組みを進
める「ヘルスケア・ニューフロンティア推
進局」が設置され、県西地域活性化プロ
ジェクトを進めるために政策局に県西地
域活性化担当部長が配置されました。
「未病いやしの里づくり」にはこれら色々
な部局の連携が必要となりますので縦
割行政ではなく部局横断的な取り組み
を進めていくべきです。

毎年５月は「自転車月間」です。自転車が関係する交通事故が多発してい
ます｡自転車利用者一人ひとりが安全意識を高め、正しい自転車の交通
ルールとマナーの実践に努めましょう。

２１世紀は、地球がますます一体化するグローバル化が進む一方、地域をどう活性化していくかが重要に
なっています。神奈川県では森林、温泉、果物など地域資源が豊かな県西地域（小田原市、南足柄市、中井、大
井、松田、山北、開成、箱根、真鶴、湯河原の10町）を対象に今年３月、「未病いやしの里づくり」をテーマとする
活性化策をまとめました。県では「神奈川健康プラン２１」の重点目標として昨年「健康寿命日本一」を打ち出
し、今年は「未病をなくすかながわ」宣言を行いました。未病をなくすとは「特定の疾患の予防・治療にとどまら
ず、心身の状態を整え改善することで生活習慣病や要介護状態を防ぐ『未病を治す』ことが肝心」との考え方
から出てきたものです。
今回の活性化案は「地域おこし」と「未病をなくす」対策をマッチ

させたもので全国的にも珍しい試み。同案は地域住民などからの
意見、提案を基にする新たな手法でまとめられ、昨年１１月には事
業推進の核となる県西地域活性化推進協議会（会長・黒岩祐治知
事、各市町、県、商工・農林・観光団体、金融機関、学識者などで構
成）も設立されました。この取り組みは「未病を治す神奈川モデル」
にしていくことにしており、同時に２０２０年の東京五輪の開催をに
らみ「全国、世界に向けたアピールを行っていく」ことを掲げていま
す。各市町のネットワークづくりや中核施設となる「未病い
やしの里センター」（仮称、道の駅のようなイメージの施設）
の設置などが計画されていますが、当面、来年度に県が箱
根で未病普及啓発イベントを開催することにしています。

【県西地域】面積は県域の約４分の１と広い。約７０％が森
林。人口は３５万人余と少なく全県の約４％。６５歳以上の割
合は２５.２％（小田原）～箱根などの足柄下郡３３.５％（全県
２１.７％）と高齢化が進んでいる。箱根など温泉の源泉は県
内の約８割が所在。みかん、茶、魚など特産品も豊か。観光
客は年間約３２００万人に上る。
【未病いやしの里】情報発信や未病チェック、相談機能を持
つセンターを設置。体験施設として「里の宿・レストラン」、「食
の駅」（物産直売所等）、「運動の駅」（パークゴルフ等）、「湯の
駅」（立ち寄り温泉等）、「森の駅」（公園施設等）を設ける。
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　三殿台遺跡は縄文・弥生・古墳時代のムラの様子と生活の内容を知ることがで
きる重要な国の指定史跡です。

　三殿台に初めて人が訪れたのは約４５００年前の縄文時代中期で、この時代は
温暖化により遺跡の近くまで海が入り込み漁猟や採取を中心に生活を送っていま
した。弥生時代には、稲作や金属器など新しい生活様式を持った人達がやってき
て竪穴住居を作り、古墳時代には鉢と蓋を組み合わせて「こしき」と呼ばれるもの
で米などを蒸して食するようになりました。
　三殿台遺跡は明治３２年に「屏風ヶ浦岡村貝塚」の名前で学会誌に紹介されました。昭和３６年夏に市立岡村
小学校の校地拡張計画に伴い遺跡全体の発掘が行われました。当時夏休みの短期間で調査する為、研究者に
混ざり中・高・大学生・市民ら延べ５０００人が参加、また調査隊の食事等の世話係りとして区内の婦人団体等も
協力しました。調査の結果、縄文・弥生・古墳時代に渡る２７０余の竪穴住居跡が確認されました。
　昭和４１年には市民や関係団体からの要望を受け国の指定史跡となり、現在では小学生が課外授業で遺跡
を訪れたり、土器や勾玉作り・火おこしなどの体験教室も行われています。
　皆さんも古代にタイムスリップしてみては。
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3月31日（月）自由民主党神奈川県支部連合会大会が開催され、来年4月の統一地方選挙の第一次公認が決定しました。

　松本純衆議院議員のご配慮
により衆議院第一議員会館の
会議室で関係省庁と「子ども子
育て支援新制度」「子宮頸がん
予防ワクチンの現状」に関する
勉強会を行いました。

●昭和43年3月8日　横浜市磯子区生まれ
●横浜雙葉小・中・高等学校卒業
●明治学院大学社会学部社会福祉学科卒業
●日商岩井㈱ / ㈱メタルワン

来年春に実施される統一地方選挙の第一次公認104名が
ステージに勢揃いしました。

支部連合会大会では副議長に指名されました。

●自民党かながわ政治大学12期生
●平成23年4月　県議会議員初当選
●厚生常任委員/社会問題対策特別委員
●自民党神奈川県議団副団長
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